
 

 STAN／3Dの「３次元応力解析」 
 

５．要素の断面性能は、寸法による定義か 断面性能の各定数を直接設定 
 
 
 矩形、円形、筒形、箱形、H形、溝形、山形の７つの形状パターンを寸法で定義できます。 
７つのパターン以外の断面は、断面性能の各定数（断面積、断面２次モーメント 等）を直接定義します。 
また、JIS規格の鋼材が入力された「断面データベース」から、断面を選択することも可能です。 
 
 
 下の画面は断面を定義するダイアログです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

断面データベースです。ここで選択した断面を上の表に反映させます。 

JIS規格とユーザ定義領域があります。 



 

寸法定義が可能な断面の一覧 
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ｒの指定箇所 


